
福祉先進国よりの学び
RNIB，CNIB，ＲＦＭＤ訪問から

筑波技術短期大学視覚部情報処理学科夏目武

と補償機器と生活の方法と職業訓練が提供される事であ

る。また視覚障害者向けモデル台所があり、生活の知恵

と自分に適した機器と器具類を入手することが出来るの

である。

１はじめに

学会や国際会議への出席等で海外へ出かける機会が比

較的多い。この視覚障害者向け高等技術教育・研究、特

に情報処理の分野の世界に入ってまだ２年も経過してい

ないので、ともかく世界の状況を把握する事から始めて

いる。この間イギリスのＲＮＩＢ（RoyalNationallnsti-

tutionfortheBlind)，カナダのCNIB(CandadianNational

lnstitutefortheBlind)、アメリカのRFB&Ｄ(Recordfor

theBlindandDyslexic)の３つの施設を訪問する機会を

得た。わずかな時間ではあるが、訪問先設備を見学し、

その関係する人々と合い、話し、議論する機会に恵まれ

た。ここではこれらの視覚障害補償施設の概要と考え方、

社会システムの現状、又人々との会話を通して得たもの

又感覚等をまとめてみた。一つの経過と報告であるが、

現時点での関連'情報と自己の指針とに基づいた自らの教

育・研究の方向付けと主張をまとめた。

３CNIBC(CandadianNationaIInstitutefortheBIind）

ＣNIBは1918年に第一次世界大戦の傷病兵のために設

立きれている。本部は1929年にBayviewAvenue,Toronto，

OntarioCanada(Tel:＋１４１６４８０７０１９）に設立されて現

在にいたっている。1995年８月現在で約1,900人のスタッ

フと約25,000人のボランティアで78,000の登録された視

覚障害者に対してサービス活動が進められている。その

活動は以下の７つのサービスとして行われている。

３１.相談（Councellingandreterral）

３２.回復訓練(Rehabilitationteaching）

３３.歩行訓練(Orientationandmobilitytraining）

３４.視力改善(Sightenhancement）

３５.補償機器類の技術援助（Technicalaids）

３６.職業訓練と就職(Carrierdevelopmentandemployment）

３７.図書館サービス(Libraryservice）

例えば5.技術援助プログラムではTechnicalaidsdepertlnent

が組織化きれていて、全国に７つのサービス拠点がある。

それらの拠点では補償機器の情報サービス、機器の試験

的操作と評価、実機試運転、機器選択のための比較試験

操作運転、適切な機器の選択又は開発のための相談であ

り、内容としては

l)音声コンピュータ，２)拡大文字印刷，３)CATVのコン

ピュータ利用，４)点字コンピュータ，５)点字印刷機，６）

携帯コンピュータ，７)大型モニター，８)市販ソフトウェ

ア等である。InformationResouceCenter(IRC)の組織の

もとに図書館サービスをおこなっている。そのサービス

は現在の最新技術水準に基づいた電子化システムを採用

することにより行われている。情報の電子化プロセスと

その生産ファイルのデータベース化及びCD-ROM化、

それらの情報の探索、閲覧、参照、収集の機能とセンター

のみならず事務所、学校、家庭などどこからでも自由に

活用できるネットワークサービスを含む。その内容は以

下のようになっている。

２ＲＮＩＢ(RoyaINationalInstitutionfortheBIind）

ＲNIBは128年前の1868に設立されている。本部はロ

ンドンのGreatPortlandにあり、-224GreatPortland

Street，LondonWIN6AA，ＵＫ（Tel：＋４１１７１３８８１２６６)，

Peteborugh，Sterling，Edinburgh，Nothernlreland，に

全国のサービス拠点をおいている。７EducationCenters，

９Schools’２Collegesが付属している。二つのCollege

はRedhillとLoughboroughにあり前者が一般職業訓練学

校であり、後者はコンピュータの技術訓練学校である。

1994年10月現在、ＲＭＢは2,300人の職員と12,000のボラ

ンティア活動とで支えられている。おもな支援サービス

活動は以下のようになる。

２１.生活関連サービス

２２.情報メディアサービス

２３.ヒンピュータを含む補償機器類の相談と展示販売

２４.職業訓練

２５.雇用'情報と相談

２６.資金に関する相談

２７.住まいと住宅機器類の相談

２８.娯楽

２９.図書館サービス

このGreatPortlandのオフィスに来れば、最新の情報
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-1.他の施設の図書館との連結によりあらゆろの情報

収集可能

-2.電子広告、報告書類のCD-ROM化とその閲覧

-3.百科事典、辞書類のCD-ROMによる利用

-4.定期刊行物、新聞のCD-ROM化

-5.日々の新聞`情報のオンライン提供

-6.世界規模で提供されているあらゆるデータベース

情報の検索と閲覧

-7.情報の点字表示と印刷、文字拡大と印刷、及び音

声化

のGeorgeKerscher氏を中心に技術論文のTextfile化を

SGML(StandardizedGeneralMark-upLanguage)を用い

て行うプロジェクトが進んでいる。著者の訪問時点では

IEEEと共同で実現化の段階にあり、いろいろな利用状

況のパイロットサイトを作り実環境下での評価に入っ

ている。著者もこの評価に個人的に参加の予定である。

５先進性について

著者の観察を一般化して議論を進めるのには余りにも

'情報が貧弱である。しかしこれらからの観察が今いる日

本国民として受けてきたり、みてきた数々の福祉行政、

公的サービスや施行例などの立場と重ね合わすと、キー

ワードを中心に議論と自らの主張を展開することはそん

なに基本的で且つ本質的事象とその展開と比しても大

きな外れはないものと考えたい。

４RFB&Ｄ(RecordingfortheBlind＆DysIexic）

ＲＦＢとしては1948年第二次世界大戦時の視覚障害を受

けた傷病兵の為に設立されているが、1995年７月に現在

の名称変更を行っている｡Dyslexiaは失語症、読み書き

障害の日本語が対応しているが、同施設を利用している

人々のうちでこれに類するもの-theDyslexicの障害の

割合が50％を越えざらに増加の傾向がある為の変更と聞

いた。

これは現状に合った視覚障害の状態を明確に反映してい

る点で非常に興味があるし、我々の状況を鑑みる上で重

要である。著者の訪問目的はIEEEの技術関連の定期刊

行物の入手方法についての設定の為であった。しかし多

くの実りある情報と人々との議論を通した深い示唆を得

る機会に恵まれた。当然ながらこの組織は非営利団体一

NNO(NationalNonprofitableOrganization)であり、視

覚障害者の為の教育教材で小学校から大学までの総ての

教育水準に対応していて、コンピュータによるテキスト

ファイル又は音声録音の形態で提供するのが主とした目

標である。全国に31のサービス拠点である支部(Audio

Studios)を持ち、4,500人のボランティアにより支えら

れている。1994年現在で213冊の録音図書(Audiobooks）

と3,000タイトルのテキストファイルブック(E-textby

Computerdisk)が用意されている。1994年では約３６，０００

人の利用者が報告きれている。又これらの情報源を適切

に活用するために、コンピュータソフトウェアＢｏｏｋ

ManagerやMegadots及び録音テープの為のTalk-manなど

が提供されている。

1994年のRFB年報(RFBAnnualreport)からのデータ

では年の総額予算約24.65Ｍ$のうち６６％が寄付や遺産

の提供やボランティアサービスなどによるもので政府か

らの基金は僅かに１５％である。国立-Nationalとはいえ

一般の人々による一般の人々の為のもののようにみえる

のがすばらしいことである。一つの活動形態として参考

にすべきものであろう。

なお同所のResearch＆ProjectDevelopmentではDirectoｒ

ＡＤＡ(AmericanswithDisabilitvAid）ａｎｄOther

countries

1994年までの時点ではイギリスもカナダもＡＤＡに対

応したそれぞれの国の法案は否決されたと聞く。しかし

基本的な福祉サービスと行為は今までと変わらず、当事

者にとっての失望感は全く感じられなかった。唯、法的

基盤が有るか無いかだけの問題のようである。本質的に

は障害そのものは国民社会に統合されていて国民全員の

問題なのであり、当事者だけのものではないという認識

は確固たるものがある。その共通した規範を追及してい

くとやはり長い間、培われてきたキリスト教的人間観も

しくは社会観に到達してしまう。即ち個人の生を等しく

相互に尊重することから始まる自立と自已表現と自己選

択の自由に基づく人と人間の行動形態である。福祉とか

支援・援助等の行為もこの様な基盤に立って考えると非

常に理解し易くなる。もしこれを無理せずに日本の現状

に当てはめて考えると、キリスト教的伝統や知恵の乏し

い日本の社会では理論的には不可能なのかもしれない。

それは慈悲とか恵みとかいう仏教的伝統もしくは平面的

関係ではなく、高低差のある関連'性の中で存在し続ける

関係の中で形成言れてきた社会の中では完全には解けな

い問題なのかもしれない。新しい時代に生きていく為の

方便の一つである、国際化の旗印のもとに時間を掛けて、

国際的な事例による啓蒙宣伝と当事者の実践による宣教

の力と法制化による規制以外に適切な方法はないのであ

ろうか。

Missionstatement

以下はCNIBの資料より引用した文章である。先の主張

を如実に示したものであり、あらゆる支援活動-Service
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Ｉまこの考え方に基づいているのである。他のRNIBやRFB

&Ｄでも同等な表現をしている。これらは先に示した主

張を裏付けている一例とみても外れてはいないと思う。

Tointegrateintothemainstreamofcommunitylife，

accordingtotheirabilitytofunctionwithinthatconununity．

テムの仕組みは学び、研究せねばならないと考える。

CNIBの報告書の中に次のような記事が記載きれている。

かってはボランティアは若い婦人方が彼女達の子供を学

校に送り届けた後、子供達が戻ってくるまでの時間を過

ごす為の一時的で単純で多くの責任を伴わない活動とし

て捉えられていた。

しかし現在は活動形態が大きく変化してきていること

を記述している。活動主体が主婦から男女の区別なく若

者から年寄りまで、富める人々から貧しい人々、又いろ

いろの分野の専門家が自らの専門を生かす活動をもとに、

いろいろの参加形態が出来上がっている。従って、そこ

には参加への任意の使命感と約束と責任とが生じている。

加えてボランティア活動に対する国単位の表彰制度が適

切に機能していて、個々の参加者にとっては彼等のプロ

ジェクトへの参画とそこでの活動は、その者自身のの励

みであり、誇りとなるばかりか所属する組織内での信頼

と高い評価や名声を得るのである。どうすればこの様な

方向に向うのか又適切な運営すべき方策等は今後の研究

課題となろう。これは我々の教育活動に与えられる大い

なる秘められた力であり、エネルギーとなることを認識

したい。例えば我々が抱えている懸案事項の一つである

教育情報データベースの開発と作成などへの参画が可能

となれば、本学の教育環境は大いなる発展を見るであろ

う。

日本の場合、1993年の心身障害者対策基本法の改訂に

おいても完全参加と平等の実現という言葉が使用されて

いるが、表現が大きく一つわかり難いのである。

Blind-Deafdualdisabilit

1994年のCNIBの報告書によれば視覚・聴覚二重障害

者の実数は正確に把握されていないが2,000人は越えて

いるという。ＲNIBの報告の中では6,000人とある。そし

て何時でも対応できるように、将来発生するその人たち

への諸支援を視覚障害支援体制の拡張としてその準備を

完了している。その主な支援活動を以下に紹介する。

０)介在者(Intervenors)と共に行う諸行動に対する方法、

１)カウンセリング、

２)利用できる補償機器類の紹介と説明訓練、

３)安全歩行及び移動訓練、

４)読み書きの為の基本言語開発、

５)会話・応答方法の開発と学習、

６)生活訓練・教育、

７)その他娯楽、情報の解釈、参考資料の参集等。

もしもこの様な支援活動の中で生かざれるならば、当

然高等教育とその社会還元への道もある筈である。本学

を顧みる時、現在のような独立した関連性の非常に薄い

視覚・聴覚の二学部ではこの様な支援活動は出来ないし、

高等教育の可能性は生じない。日本全国の高等教育機関

をみても本学以外での可能性はさらに少ないし、皆無に

近い。全国の中で本学のみがその可能性を持っている事

と秘められた使命が存在している事を認識したい。併せ

て4年生大学への移行計画の中に加えられるべき検討事

項として留めておきたい

、r・Ｇｉｌｒｓｗｏｒｄｓ：Welfareactivitiesbvanation

itself

Dr・ＪＭ・ＧｉｌｌはRNIBScientificResearchUnitの長

である。イギリス国内-ＵＫにとどまらずヨーロッパ連

合-ＥＵのプロジェクトリーダーとして活躍している人で

ある。これは彼との会話の中で、日本の福祉関連の後進

`性について論じていた時の言葉である。ＥＵのいろいろ

の国との共同研究の中から得たものであろうか、非常に

教訓的である。換言すれば、他国のまねでは正しい福祉

事業は出来ない事、その国独自の方法で且つその国の速

度で行うべきものである事、である。この調和は国単位

から一つの組織単位又個人の活動能力でも適用できる行

動指針であると思われる。著者の用いた言葉、先進`性は

技術先進`性とでも読み直すべきかもしれない。さりとて

それらは行動目標の作成への重要な情報と成り得るもの

であろう。

VolunteerServiceanddonationandlegacy/bequest

先に示したように各施設のボランティアの数はRNIB

l,200人、ＣNIB25,000人、RFB＆Ｄ4,500人とその規模

の大きさに驚く。又彼等の活動を支える寄付金の大きさ

もこれらの数と相関して大きい。ＣNIBでの資料からは

彼等のあらゆる活動はボランティアによるものだと言い

切っている。そして彼等独自のボランティア活動に対す

る支援組織と制度が完備している。現社会システムとし

て捉えるべきものであるり、日本との単純な比較と批判

は裂けるべきかもしれない。しかしその根源にあるシス

Technolo2Iiesforaccessibilit

現在可能な障害支援機器はコンピュータとネットワーク

の活用である。各施設ともその最新技術を活用している

し又その為の準備を進めている。RNIBScientificResearch
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れなければならない。少なくとも世界の技術水準に追い

つき、彼等との共同作業が出来るような環境になるまで

は必要であろう。国単位の福祉の縦割り行政の統合化の

様な社会システムの改善は別の論点でまとめるとして、

ここでは高等技術教育環境に即した障害補償の為の技術

開発分野での、当面の選択きれるべき課題は以下のよう

なものであろう。

７１.大学電子図書館の設立の為の技術的基盤の研究

７２.ＳＧＭＬ又はＨＴＭLによる技術テキストファイルの

作成技術の確立

７３.図，情報の表示伝達技術の開発研究

７４.点字を含む学術資料データベースの設計研究

７５.GUIを基盤としてコンピュータ表示システムの研究

76.17,,CRTDisplayの現平均価格10万円を原価目標に

した新BrailleDisplayの開発

７７.電子図書作成プロセスの最適化の研究

７８.EDR電子辞書を含む総合的辞書機能の開発研究

７９.ボランティア制度の適正モデル化とその確立

７Ａ・二重障害者対応の高等教育環境整備と必要とする

補償機器類の開発研究

UnitProjectsをみれば、明快である。即ち１)Graphicus-

erinterface，２)Smartcards，３)Visualdisplay，４)Orienta-

tionandNavigationsystem，５)Computeraccessmethods，

6)Rehabilitationmarket，７)HandyNetthroughEUna-

tionsetc・

SBCSの世界からDBCSの漢字世界に導入することは

必ずしも容易でないが、便宜的技術輸入は必要であるこ

とを主張したい。そして早く同じ技術水準の下で共同プ

ロジェクトに参画したいものである。また世界各国のコ

ンピュータメーカーのUni-codeの採用によりコンピュー

タ言語体系の同一世界の実現が可能になり、共通の適用

プログラムが利用出来る様になるかもしれない。

－Copyright

各国とも著書の電子ファイル化に伴う著作権問題は解け

ていない。ＲＦＭＤでは登録会員制として、特定使用者

とその範囲を限定して対処している。今回のFB＆D訪問

ではその専任担当部門を設けて著書一点一点を契約し

ている現場を観察することが出来た。現状での一つの解

かもしれない。
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６教育・研究現場より

これらの観察と体験の後で自分自身の教育・研究環境

を考えつつまとめていく時、著者自身の経験不足も伴っ

て、その環境の貧弱ざと、遅れを認識する時DrGillの

教訓を忘れて自分の,組織のｸﾞ国の,それぞれの立場での

力の無さに焦りと空しさまで感じてしまうのである。個

々の努力とその成果はいたる処で観察できるが、それそ

けれ関連が薄く、まとまりが無く、全体の力が分散して

いるかのどと〈発展の中心がない様に観察きれる。これ

らが単なる未熟者の感覚であり、一般社会の当事者から

見れは否定されるべき感覚であって欲しいのである。

７これから

組織の中で限られた資源を有効に活用し迅速に効果を

期待するには独立的で個人的な活動は否定きれるべきで

ある事は多くのプロジェクト管理の中からの教えである。

共通し理解されている目標のもとに研究行動も組織化ざ
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